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２０１５年グランド・ファイナル 

１１月２８日（土）、２９日（日）の２日間、沖縄県

立武道館においてプレミアリーグＫＡＲＡＴＥ１沖

縄大会が開催されました。２０１１年から始まった

プレミアリーグですが、日本での開催は昨年に続

き２回目です。今大会は、今シーズンの最終戦

「グランド・ファイナル」であり、各階級で年間ラン

キング１位になった選手が「グランド・ウィナー」に

輝きました。 

 エスピノス会長、ディディエ副会長（ＷＫＦスポ

ーツ・コミッショナー）、張理事（ＡＫＦ会長）や、Ｗ

ＫＦの大会運営スタッフ、広報スタッフが沖縄に

集まり大会に臨みました。 

 

追加種目提案後、初の日本における国際大会 

今大会は、空手が東京オリンピックの追加種

目候補となって以降初めてとなる、「日本開催の

国際空手大会」でもありました。今空手は、オリン

ピックを見据え、競技の盛り上がりだけでなく大

会運営能力が問われています。 

全日本空手道連盟、地元・沖縄県空手道連盟

の素晴らしい協力によりほぼ予定通りに進行し、

開会式には翁長雄志沖縄県知事、沖縄選出の

島尻安伊子特命担当大臣が列席。 

島尻大臣には表彰式のプレゼンターも務めて

いただき、男子個人形優勝の喜友名諒選手（沖

縄出身の世界チャンピオン）に金メダルを贈呈し

ていました。 

 

一方、観客動員の点で課題が残りました。 

空手競技はたいへん魅力的で、感動や興奮を

もたらすものです。それを、いかに空手を知らな

い人に伝え、観客席を満員にするか？ オリンピ

ックを目指す空手は、新たな段階の普及発展を

求められる時代に突入しました。開催地・日本と

して向き合っていかねばならない課題です。 
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（開会式より。翁長県知事、島尻特命担当大臣

も列席） 


